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授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ ○　（やや当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

アクティブ
ラーニング

の方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業

評価方法 平常点（確認テストやレポートなどの提出物の出来栄え）（100%）で評価します。

「確認テスト」は採点のうえ返却します。授業内容に関する質問はメール等で随時受け付け個別に回答します。

評価基準
①四大公害訴訟の要点が理解できればＣ評価、さらに、②四大公害訴訟を通じて法理論がいかに発展したかを理解できればＢ評価、これら①・②に加えて、
③公害・環境問題に関する被害救済のための諸制度につき、訴訟以外の制度も含めた現状と課題を理解できればＳ評価またはＡ評価とし、①に未到達の者
はＤ評価またはＥ評価とします。また、出欠確認で「欠席」が６回以上となった場合には単位不認定（Ｆ評価）とします。

他科目との

関連性
①　「環境法」で扱われる内容と深く関連します。
②　四大公害訴訟を分析する上で「民法（不法行為）」「民事手続法（民事訴訟）Ⅰ・Ⅱ」「行政法（行政救済法）」で扱われる内容が関連します。

なし。Classroom上で配布する資料等を各自が印刷して授業に必ず持参すること。

必要に応じて授業中に紹介しますが、購入は原則として任意です。

教科書

参考書

科目コード　B531-2-X    (科目一覧番号：314)

履修条件
「民法概論」と「行政法概論」の単位を修得済みであること。未修得者の履修登録は開講後に削除します。
※ この科目の履修登録が削除されても、他の科目を追加登録することはできません。

施行規則に定める科目区分又は事項等

四大公害病被害者の救済を振り返る 手塚　一郎

授業概要

【
概
要

】

四大公害病（熊本水俣病、新潟水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそく）に関する様々な訴訟を素材として、被害者の法的救済がどのように行わ
れてきたか振り返るとともに、公害・環境問題に関する被害救済のための訴訟以外の仕組みについても検討します。

【
到
達
目
標

】

①　四大公害病が発生した経緯を把握し、関連する様々な訴訟の争点と判決の要点を理解すること。
②　公害・環境問題に関する被害救済のための諸制度につき、現状と課題を理解すること。

専門科目

対面授業

担当形態 単　独

特殊講義（被害救済と法）
開講年次

【 G 】3
単位数

【 G 】2

選 　択



授　業 【 G 】 区 分

科目名

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：
15

講義のまとめ

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

科目コード　B531-2-X    (科目一覧番号：314)

13

公害紛争処理制度

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

14

公害健康被害補償制度

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

11

四日市公害の概要

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

12

四日市公害に関する訴訟

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

9

イタイイタイ病の概要

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

10

イタイイタイ病に関する訴訟

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

7

新潟水俣病の概要

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

8

新潟水俣病に関する訴訟

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

5

熊本水俣病に関する訴訟①損害賠償訴訟を中心に

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

6

熊本水俣病に関する訴訟②損害賠償以外の訴訟を中心に

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

公害裁判の歴史

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

4

熊本水俣病の概要

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

授業内容

1

公害被害の法的救済に関する基礎知識①民事訴訟

民法概論で学んだ「不法行為」の復習(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

2

公害被害の法的救済に関する基礎知識②行政訴訟

講義資料の通読と語句確認など(2時間) 講義資料の再読、授業外学修資料の確認など(2時間)

その他
①　講義資料などは指示に従って印刷するなどして学修に活用してください。
②　Google Classroom、Googleフォーム、Gメールといったシステムを活用して授業運営を行います。

特殊講義（被害救済と法）
開講年次

【 G 】3

単位数
【 G 】2

選 　択

3


